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大学一年生 にとっての 「自分探 し」 とは何か?

～初年次教育 としての自己発見授業 とアイデンティティの模索～

仲 野 好 重 桜 本 和 也

要 旨

大学の初年次教育の一環 として 「自分探 しの心理学」 という科 目を位置づけ、それを

履修する大学一年生の自己認識に対する精神的変化 を量的および、質的に分析す ること

を目的においた。関西にある共学の四年制大学で上記の科 目を履修 している大学一年生

100名 に対 し、学期の初めと終わりに、① 自己肯定意識尺度、② 自己受容測定尺度、③

多次元 自我同一性尺度を実施 した。また、毎授業の終了時に、学生は授業内容に即 した

コメントメモを提出し、その日の授業で学んだことが らを中心 に、 自己の内面を見つめ

る機会が与えられた。これらの3尺 度の結果 とコメン トメモの内容から、学生たちの自

己意識の変容を分析 した。 まず3尺 度すべてにおいて、授業開始時に比べて終了時では、

平均値の有意な上昇が認められた。すなわち、本講義を受講 した学生たちは、 自己肯定

意識、 自己受容、及び自我同一性の形成において有意に促進 されたと考えられる。その

要因はこの授業だけにあるのではなく、学生生活におけるさまざまな体験が複合的に作

用 していると考えられるが、 自分探 しに焦点をあてた授業内容が何 らかの精神的変化の

契機になっていたのか もしれない。また、コメントメモから得 られた質的データは、学

生の心の動きを詳細 につかむ助 けとなってお り、 自己の肯定的側面の発見や 自己受容が

うなが された授業の直後には、大 きな心理的変化を示す学生が多数存在 していた。

キ ーワー ド 大学 生、 アイデ ンティテ ィ、 自己受容 、 自己肯 定感、 自分探 し
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1.は じめ に

1.背 景

18歳人口の減少に始まり、2007年 を境に大学全入時代の到来が叫ばれ、生涯学習の旗

印の下、多様な人生背景を持った人々が大学教育へ大きな期待 を寄せ始めている。 日本

の高等教育機関は環境面および内容面の双方において著 しい変化を社会から求められ、

またその要請に応えるために日々奮闘しているといって もよいだろう。一方で、入学者

が中途退学せず学業維持に努めている状況を測るリテンション率は、多 くの大学におい

て喫緊の課題となっている。入学 した大学 に対 して学生たちは、在籍する価値をどこに

見出すのであろうか。また、大学の卒業証書を手にすることは学生にとってどのような

意味を内包 しているのであろうか。今この時であるからこそ、正面から取 り組み、考え

てみなくてはならない問いであろう。

筆者 らは、大学一・年生対象の 「自分探 しの心理学」を担当する中で、 さまざまな題材

を用いた自己発見授業の展開を試みてきた。この初年次教育 としての自己発見授業が学

生に対 して、大学での授業(ク ラス内活動)の 面白さを提供 し、学びの満足感を経験 さ

せ、更には新たな自己の側面 との出会いを促す授業 となるよう模索を続けてきた。2007

年度か ら開講 したこの授業において、筆者 らが今までに経験 してきたことは、1)学 生

一人ひとりが 「分かった」「納得できた」 と感 じる体験を積み重ねることにより授業へ

の取 り組み方に大 きな変化が生 じる、2)学 生一一人ひとりを名前で呼ぶような関係 を構

築できれば、レポー トや試験への取 り組み方が変わる、3)学 生一人ひとりの成長や肯

定的な変化に対 して教師が敏感に気づ き助言や励ましを与えることで授業への参加度や

教師への親しみが増す、さらに4)授 業 を通 して自己肯定感や自己受容感を醸成できれ

ば、学ぶ存在としての自己に対 して自信が芽生えて くる、などである。

以上の経験か ら、上記の学生における態度や意欲に関する質的変化に深 く関与 してい

る要因を探求 し、それらを何 らかのシステムとして形作 り、教授法や授業展開の技術 ・

手法の確立を試みることができれば、学生のリテンション率の向上に寄与できるのでは

ないか と考える。同時に、これらのことを可能にするためには、学生が自らの学生生活

に意味を見出 し、 自分の進む方向性を発見し、自分 自身への自信 と自己肯定感を育てる

ことが必要条件になるであろう。

本稿で報告する研究の目的は、1)自 分探 しの心理学を履修 した学生の質的変化 を客

観的指標を用いて評価すること、2)授 業内容や指導方法 と学生の変化の関連性を明ら

かにすること、の2点 である。
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2.講 義概要

以下の表1は 「自分探 しの心理学」の講義 概要である。筆者らは第一回 目の授業か ら、

最終回の授業まで、全15回 において下記のテーマ、授業内容、ね らい、作業を念頭 に置

き授業 を行った。

表1講 義概要

講 義 概 要

第1回:パ ー ソナ リテ ィの 心理 をみ る一 人 格 検査 法一

個 々に備 わ るパ ー ソナ リテ ィ(人 格)に つ いて、 類 型論(ク レッチマー)や 特 性 論(ギ ルフォード)、

内容 構造論(フロイト)等の専門的見地から理解を深める。また心理学で用いられている性格理解の

ための心理検査について学ぶ。

ね らい 実際に心理検査を用いて受講者自身の価値観や自己評価などの自己像の把握を促す。

作業 TST(20投 法:「 私は誰だろうか?」 という自分自身への問いかけを20回施行する検査)

第2回:心 のなりたち一交流分析とエゴグラムー

心全体のまとめ役のように想定される 「自我」の働きを研究した理論である交流分析を用い、
内容
対人関係のパターン分析を通して自分自身の自我状態の傾向を知ることを目的とする。

ね らい よりよい社会生活に役立てるよう、対人的交流パターンを分析し自己理解を深める。

作業 エゴグラム(質問紙に回答し、個々に備わる5つ の自我状態のバランスを明らかにする検査)

第3回:自 分をみつめる一自己評価一

自分自身の評価である自己評価は単に「高いから良い」「低いから悪い」という意味だけではな
内容

く、どの様な基盤から形成されているのかについて自分自身での気づき、把握を目的とする。

ね らい 安定した生活を送る上で自身の存在に価値を見出し、自己の可能性への気づきを促す。

自己評価チェックリスト(現 実自己 ・理想自己 ・他者評価の3側 面から自己評価の有り様を
作業

把握する検査)

第4回:自 己 をつ かむ一 自我 同一性 一

青年期の発達課題とされる自我同一性の形成について、エリクソンやマーシャの提唱した理論を基
内容

に して、「自分 とは何 か?」 「自我 同一 性(ア イデンティティ)と は何 か?」 とい う核 心 的 問い に迫 る。

「私が私らしく生き続けるために、何を選択し、何にかかわっていけばよいのか」という問い
ね らい

との対 峙 。

自我同一性測定尺度(12個 の質問に回答し、6段階に分類された自己のアイデンティティ地位
作業

を判定する検査)

第5回:「7年 後 の私 、14年 後 の 私」

当時、幼児期の真っ只中にいた子どもたちが、学童期、青年期を経て変わりゆく姿について、
内容

人間 の発 達過 程 に縦 断的 な アプ ロー チで迫 った ドキ ュ メ ンタ リー。

ね らい 視覚的に幼児期 ・学童期 ・青年期といった時間に触れ、変化を遂げるプロセスを感じ取る。

作業 DVD「7年 後 の私 、14年 後 の私」
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第6回:自 己をいかす一自己実現一

しばしば耳にする「自己実現」について代表的な学者として挙げられるユングやマズロー、そ

内容 してロジャーズなどの定義に触れ、人間が自己に備わるそれぞれの可能性を発揮して生きて

い くこ との意 味 を考 え る。

現在の生き方について自己の可能性を発揮し、その可能性に向けて生きようとしているのか
ね らい

につ いて振 り返 る。

自己実現傾向質問紙(人 間に共通する15側面から自己の可能性を実現している度合いを判定
作業

する検査)

第7回:中 間のふりかえり

内容 本講義で用いたテキストについて、ここまで学んだ内容を網羅した筆記問題に取り組む。

ねらい1こ こまでの学びを通して・もう一度自分自身の歩みを確認する・

作業 第1回 から第6回 までの理解度をはかるためのふりかえりのテス ト

第8回:ア ンジェ ラ ・アキー 手 紙一

DVDを 鑑賞する中で心にわきあがった想いを文字に起こす。そして未来への自分に宛てた手
内容

紙 を綴 る。

ねらい1大 きく年齢の変わらない中牲 の姿に視覚的に触れること舶 分自身を顧みる機会を作る・

作業 DVD「 続 ・拝 啓 十五 の 君ヘ ア ンジ ェラ ・アキ と中学 生 たち」(2008.9.18NHK放 送 分)

第9回:対 人態度を知る一基本的対人態度一

豊かなバランスのとれた対人関係を構築する上で各々が持つ対人態度(人 とかかわる際の姿勢)
内容

は、非常に重要な要因にあたる。常日頃の自分と他者との関係性を中心に据え分析を行う。

自分自身の対人関係の特徴を検討し、これまでと、そしてこれからの対人関係に目を向けて
ね らい

考 え る。

基 本 的対 人態 度測 定インベントリー(「依 存 ・親 和」「敵対 ・指導」「孤 立 ・独創 」の3側 面 の バランスか

作業
ら対人態度を判定する検査)

第10回:人 へ の とま どい一 対人 不安 一

日本人に多い対人恐怖症をはじめとした対人不安のメカニズムについて、親子関係や養育環境
内容

の観点から、自分自身のシャイネス(内 気)の 程度や要因についての振 り返りを行う。

多かれ少なかれ全ての人間に共通するシャイネスについて、性格特性の一因とされる認識の
ね らい

促 進。

作業 シャイネス尺度(25個 の質問に回答し、シャイネスの度合いを判定する検査)

第ll回:人 との かか わ り方一 社 会 的ス キ ルー

私たちが他者との問に円滑な対人関係を開始・維持する上で有用な行動とされる 「社会的スキ
内容

ル」 を学 習 し、 日々 の生活 に活か す こ とので きる知識 ・技 術 を学 ぶ。

ねらい1自 分の対人関係について・スキルという躰 的行動の視点から振り返る機会を持つ・

社会的スキル尺度(他 者との関係を開始・維持、自己主張の3領域におけるそれぞれの度合い
作業

から判定する検査)
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第12回:心 とか らだの健 康一 ス トレス とス トレス コー ピ ングー

一億総ストレス時代ともいわれる現代社会におけるストレスの特徴・種類・身体反応を再認識

内容
し、 ス トレスに対 す る対処(ス トレス コー ピ ング)に つ いて 考 える。

ねらい 陣 けて通ることのできないストレスと向き合い・上手な付き合い方を考える・

ラ イフ イベ ン ト・ス ケ ール&ス トレス性格 チ ェ ック リス ト(個 々のス トレス状 態 や耐性 の度合

作業
いを把握する検査)

第13回:わ たしと家族一親子関係一わたしの子ども時代一乳幼児期と母子関係一

「家族」という集団は私たちが誕生後に最も早く属する人間関係である。現代における家族が、
内容

どの様な意味を持つものであるのかについて家族周期(家 族ライフサイクル)を基準にして検討する。

ね らい 親の子どもである自分と、子どもの親になる未来の自分の双方向から親子関係を捉える。

親子関係尺度&幼 児期の幸福度チェックリス ト(現在に至る過程に目を向け、親子関係の在 り
作業

方を把握する検査)

第14回:わ た しの ドラマー 人 生脚本 一

"人生"と いう舞台の主演であり監督である自分自身が
、どの様に演じ、描かれているのか

内容 について、普段意識できない無意識の心の動きを見つめ返すことで、改めて自分の脚本を見

直す機会を持つ。

ね らい 繰 り返し自己を分析し練習することを通して、最終的に自他肯定の人生態度を身につける。

脚本分析(自分の中にどの様な「脚本」が描かれているのかについて、両親との関係性から振 り
作業

返る検査)

第15回:学 期 末 の ま とめ

内容 本講義で用いたテキストについて、ここまで学んだ内容を網羅した筆記問題に取り組む。

本講義における学びを通して獲得できたこと、できなかったことを今一・度顧みて、自分自身
ね らい

の歩みを再確認する。

作業 第8回 から第14回 までの理解度をはかるためのまとめのテス ト

II.方 法

1.調 査対象者

関西地方にある0大 学に在籍 し、「様々な手法 を用いなが ら、自己を探求する」 こと

を目的とした心理学の講義を受講する大学生100名(男 性44名 、女性56名)を 調査対象

者 とした。

2.調 査方法

第一回目の授業時、及び最終回の授業時、計二回において、授業時間内に質問紙調査

を実施 した。質問紙を配布するにあたり、本研究の主旨、及び個人情報の保護について
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口頭で説明を加 え、本研究への協力を要請 した。第一・回 目の回答者は143名 、第二回目

の回答者は133名 であった。その後、データを整合 し、計二回すべての質問紙調査に回

答した100名 のデータを研究対象 として定めた(有 効回答率;69.9%;75.1%)。

また授業時間中に、毎回、テーマに沿った課題をB5用 紙1枚 に記入 させ、退室時に

提 出を求めた(同 講義においてはコメントメモと称 してお り、以下そう呼ぶ)。 コメン

トメモは回収後、 コピーを作成 し、原本は翌週の授業時に返却 した(学 生自身の学習内

容の振 り返 りのため)。 これ らのコメン トメモに記述された内容 に着 目して、学生の質

的変化を分析 した。

3.調 査 期 間

2008年9月 ～2009年1月 。 質問紙調査 に関 しては、第一一回 目は9月 、 第二 回 目は1月

に実施 した。 また、 コメン トメモ は第一 回 目の授業 時か ら最終 回の授業 時 まで、計12回

にわ たって記入 させ た。 なお、中間 ・学期 末時等 は まとめ テス トや特定 の課題へ の取 り

組 みの ため コメ ン トメモの提 出は な しとした。

4.調 査内容

平石(1990b)に より、青年期における自己肯定意識の発達のあ り方を検討するため

に作成 された自己肯定意識尺度を採用 し、「自己受容」、「自己実現的態度」、「充実感」、

「自己閉鎖性 ・人間不信」、「自己表明 ・対人的積極性」、「被評価意識 ・対人緊張」の六

領域 に則 した計41項 目を用いた。評定は"あ てはまる(5点)"～"あ てはまらない

(1点)"の5段 階評定で実施 した。

沢崎(1993)に より、「あ りのままの 自分 をそのまま受け入れている状態」 とされる

自己受容の個人差を測定す るために作成 された自己受容測定尺度を採用 し、「身体的自

己項 目」、「精神的自己項目」、「社会的自己項 目」、「役割的自己項 目」、「全体的自己項 目」

の五領域 に則 した計35項 目を用いた。評定は"そ れでまった くよい(5点)"～"そ れ

ではまった くいやだ(1点)"の5段 階評定で実施した。

谷(2001)に より、同一性の感覚を多次元か ら測定する多次元自我同一性尺度を採用

し、「自己斉一性 ・連続性」、「対 自的同一性」、「対他 的同一性」、「心理社会的同一性」

の四領域 に則 した計20項 目を用いた。評定は"非 常にあてはまる(7点)"～"全 くあ

てはまらない(1点)"の7段 階評定で実施 した。

上記の三尺度を組み合 わせて質問紙を作成 した。なお、実際に使用 した質問紙の質問

項 目は、各尺度内においてランダムに並び変えて実施 した。

一182一



大学一年生にとっての 「自分探し」とは何か?

5.分 析の手順

(1)量 的観点一質問紙調査一

① 質問紙調査により収集 されたデータのすべてをExce1へ 入力 した。

② 学籍番号による照合を行い、データを整合 した。

③ 統計解析 ソフトSPSSver.15を 用い、 亡検定、相 関係数などの統計手法により分

析 を行った。

(2)質 的観点一 コメン トメモ分析一

① 教師か ら出される課題 についてコメン トメモを作成 し、退室時に回収を行った。

② 上記の質問紙調査により抽出された、「自己肯定意識」、「自己受容」、「自我同一

性」の三側面において、各領域値の上昇、及び下降に有意な差が生 じているケース

(本研究では領域値の平均値の2倍 を上限 ・下限と定める)に 着目した。

③ 今研究では上述の ように三つの異なる側面の変化をみるため、三種類の尺度を用

意 し実施 した。その結果、一つ以上の尺度において得点が有意に上昇 した学生を

「A群 」 とし、一方で、一一つ以上の尺度において、得点が有意 に下降 した学生 を

「B群」 とし、計2グ ループに分類を行った。

④2群 に分類を行った学生のコメントメモに着 目して、キーセンテンスを抽出し、

カテゴリー分類 を行った。

⑤ キーセ ンテンス として抽出するコメン ト内容については、それぞれ分類を行 った

データの照合を繰 り返 し、一定の水準を保持 し抽出作業 を行った。

⑥ 内容分析 を進める中で、 さらに 「B群 」の コメン トメモに着 目し、その中で、

「現状の自分 を変える必要がない」 と認識 している学生を、新たに 「C群 」 として

分類 した。

⑦ コメン トメモの分析を通して、A、B、C群 の、計3群 にグループを分類 し、そ

れぞれの群に属する学生の傾向を明らかにするために検討 を行った。

皿.結 果 と考察

下記は質問紙調査で得 られたデータを基にしての量的観点、及びコメン トメモをもと

にしての質的観点の二側面から抽出した結果である。

1.量 的観点からの分析について

(1)本 講義を通 して学生に生 じた変化
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表2記 述統計

度数 範囲 最小値 最大値 平均値 標準偏差

統計量 統計量 統計量 統計量 統計量 標準誤差 統計量

自己肯定(前) 100 73 99 172 128.23 1,416 14,161

自己肯定(後) 100 64 97 161 132.21 1,284 12,840

自己受容(前) 100 109 59 168 111.44 2,292 22,917

自己受容(後) 100 117 50 167 115.26 2,459 24,594

自我同一性(前) 100 99 35 134 ;.・
.. 22,878

自我同一性(後) 100 110 26 136 :. 2,345 23,445

中間のまとめ 100 59 21 80 62.39 1,472 14,720

学期末のまとめ 100 58 40 98 72.99 1,471 14,712

表3第 一回目の授業時及び最終回の授業時におけるt検 定の結果

N=

第一回目の授業時 最終回の授業時

100100
t検定

自 己 肯 定 意 識128.23(14.161)

自 己 受 容111.44(22.917)

自 我 同 一 性78.49(22.878)

試 験 間 得 点62.39(14.720)

132.21(12.840)t(99)_-3.561**

115.26(24.594)t(99)_-2.508**

86.81(23.445)t(99)_-4.790**

72.99(14.712)t(99)_-8.814**
**P< .01

上記の表2は 質問紙調査で得 られたデータを基にした記述統計である。平均値の統計

量か ら、第一回 目の授業時に比べて最終回の授業時において、すべての得点が上昇 して

いることが示された。

① 表2の 結果よ り、本講義を受講 した際に生 じる変化を明 らかにするため、鹸 定 を

行った結果、全ての側面において1%水 準での有意差が検出された(表3)。

② 従って本講義を受講 した学生は、 自己肯定意識、自己受容、及び自我同一性の形成

が有意に促 されたことが明らかとなった。

③ また、中間テス トと学期末のまとめテス トの間には、1%水 準での有意差が認め ら

れた。これは、本講義を通して生 じた 「自分探 しの心理学」への取 り組みの変化 と、

授業内容の理解度における肯定的変化 として考えられる。
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(2)各 尺 度 問におけ る関係性

表4第 一回 目の授業時における各側面の相関結果

自己肯定意識 自己受容 自我同一性 中間試験

自己肯定意識

自己受容

自我同一性

中間試験

.327**

.430**

.022

.598**

.140-.051

**相 関 係 数 は1%水 準 で 有 意(両 側)

表5最 終回の授業時における各側面の相関結果

自己肯定意識 自己受容 自我同一性 期末試験

自己肯定意識

自己受容

自我同一性

期末試験

.547**

.591**

一
.142

.706**

.046-.058

**相 関 係 数 は1%水 準 で 有 意(両 側)

上記の表4、5の 相関係数の結果は、自己肯定意識、 自己受容、自我同一性の問に、

それぞれ正の相関があることを示 している。

① つ まり上記の三つの尺度から抽出された自己肯定意識、 自己受容、自我同一性の3

側面は、相互に関連 しあう概念であることが明らかとなった。

② この結果か ら、あ りのままの自分を肯定的に受け止めている学生は、自我同一性の

形成 も促 される傾向があることが示唆された。

③ 自我同一1生の形成を促す上で、 自分 自身を肯定的に捉えて、ありのままの自分を受

け入れることが重要な要因であることが明 らかとなった。
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(3)自 己肯定意識低群 について

表6「 低群」の受講前後におけるt検 定の結果

N=

第一回目の授業時 最終回の授業時

2525
t検 定

自 己 肯 定 意 識110.08(6.474)

自 己 受 容99.60(21.413)

自 我 同 一 性62.56(18・815)

119.52(10.848)

101.40(19.504)

67.64(19.048)

t(24)=-4.612**

t(24)=一.601N.S.

t(24)=-1.459N.S.

**P<
.01
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上記は第一回目の質問紙調査において、自己肯定意識尺度得点が120点 未満の学生に

生じた変化 を示 したものである。本研究においては、25名(25%)の 被験者が本群に分

類 された。本稿においては 「自己肯定意識低群」 とし、以下 「低群」 と呼ぶ。

① 「自分探 しの心理学」を受講する前後 において、自己肯定意識においてのみ1%水

準 での有意差が検出された(表6)。 従って 「低群」に属する学生は、本講義を受講

したことで、自分 自身に対 して肯定的意識が形成 されたことが明らかとなった。

② 一方で、自己受容 と自我同一性の2側 面においては、 亡検定による有意差は検出さ

れなかった。特 に、自己受容の側面においては、ほとんど変化 の見 られない結果で

あった(表6・ 図1.2)。 つまり受講の前後において、 自分自身の存在を受け入れる体

勢に、大 きな変化が生 じていないことが考えられる。

③ 有意差が検出されなかった自我同一1生についても、自己受容の程度に変化が生 じな
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か った結果 は、 上述の 自己受容 と関連性 の深 い ことが らであ ると考 え られ る。

(4)自 己肯定意識中群について

表7「 中群」の受講前後におけるt検 定の結果

N=

第一回目の授業時 最終回の授業時

5959
t検 定

自己肯 定意識130.07(5.656)

自己受 容113.66(22.339)

自我 同一1生82.25(21.432)

134.32(10.507)t(58)=-3.237**

117.75(25.388)t(58)=-2.008*

90.03(21.436)t(58)=-3.460**
**P< .01
*P< .05
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図2.1自 己肯定意識中群(自 己肯定)

上記は第一回目の質問紙調査 において、自己肯定意識尺度得点が120～140点 未満の学

生に生 じた変化を示 した ものである。本研究において59名(59%)の 被験者が本群 に分

類された。本稿においては 「自己肯定意識中群」 とし、以下 「中群」 と呼ぶ。

① 本講義を受講す る前後 において、 自己肯定意識 と自我同一一性の2側 面で1%水 準、

そ して自己受容の側面において5%水 準での有意差が検出された(表7)。3側 面す

べてにおいて有意差が検出されたのは、「中群」のみであった。

② 従って本講義を受講 したことで、 自己肯定意識をはじめ、自己受容、及び自我同一

性の形成が有意に促 されたと考えられる。
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③ 自己受容の側面で有意差が検出されたのは 「中群」のみであった。本群においては

5%水 準での有意差が検出されたが、高低群の結果か らも、学生の自己受容は容易 に

変化 しないことが示唆された。

(5)自 己肯定意識高群 について

表8「 高群」の受講前後におけるt検 定の結果

N=

第一回目の授業時 最終回の授業時

1616
t検 定

自己肯定意識

自己受容

自我同一性

149.81(8.581)

121.75(20.895)

89.50(22.453)

144.25(5.686)

127.75(19.506)

104.88(16.411)

t(15)=2.069N.S.

t(15)=-1.629N.S.

t(15)=-3.664**
**P< .01
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上記は第一回目の質問紙調査において、自己肯定意識尺度得点が140点 以上の学生に

生じた変化 を示 したものである。本研究において16名(16%)の 被験者が本群に分類 さ

れた。本稿においては 「自己肯定意識高群」 とし、以下 「高群」 と呼ぶ。

① 本講義 を受講する前後において、 自我同一性の側面でのみ1%水 準での有意差が検

出された(表8)。 従って 「高群」に属す る学生は、本講義を受講 したことが、 自我

同一性の形成に肯定的な影響を及ぼす ことが明 らかとなった。

② 一・方、「高群」でのみ受講の前後において、 自己肯定意識の得点が下降している結
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果が明 らかとなった(表8・ 図3.1)。 「高群」 における自己肯定意識の低下は、 自我

同一 性の結果を踏まえると、自分 自身を、より詳細に把握することで更なる自己成長

の余地 を感 じ、現状 に満足 しない気持が生 じた結果であると考えられる。

2.質 的観点からの分析について

各尺度の得点および、 コメントメモの内容を精査 した結果、A、B、C群 の、計3群

に被験者 を分類 した。

「A群 」は、『上昇群 ・自己受容型』で、尺度得点の上昇があ り、かつ、自己受容が

顕著に見 られた学生たちである。授業 を通 して学生が自分 を価値あるものとしてみるこ

とができるようになったことや、成長 した自分を感 じ取ることができるようになったこ

となどが、コメントメモの内容的な特徴である。

「B群 」は、『下降群 ・積極的 自己理解型』で、尺度得点の下降があ り、かつ、積極

的な自己理解が顕著にみられる学生たちである。授業の学びに対 して非常に意欲的で、

積極的に自分自身と向 き合 うことを求めている記述が、コメントメモに多 く見 られた。

「C群 」は、『下降群 ・消極的 自己理解型』で、尺度得点の下降があ り、同時に、自

己理解には消極的な学生たちである。 自分自身と向き合 うことに対 しての積極性は低 く、

現状の自分か ら変化 を求めない記述がコメン トメモには多 く見 られた。

(1)カ テゴリー分類

下記において、実際に記述 されたコメン トメモを基にして抽 出されたカテゴリーを示

した。A群 、B群 、C群 の3群 における、各カテゴリーの詳細 は以下の通 りである。

① 自己の再認識

A.心 理テス トをした結果 はほ とん ど自分の思 っていた通 りだったので、大体 自分 のこ とが分か っているのか

な と思った。

A.や っぱ り相変 わらず マイナス思考で、薄 々気づ いてい ましたが過小評価 す ぎるよ うです。

B.自 分を否定的 に、他 人を肯 定的に見てい ることを改 めて確 認 させ られ た気 が します。

B.理 想は現実 と比べ ていい感 じで上回って いて、 やは り内心 こうな りたい、 こう したい と思 う部分が ある と

思い ました。

C.分 かっていたが、後 ろ向 きだ と思った。

C.自 分の ことはよ く分 かっているんだ なと気づ きま した。

「自分の思っていた通 りだった」 もしくは 「やは り、やっぱ り」など、自分 自身を振

り返 り、改めて認識 しなお した記述をカテゴリー分類 し、「自己の再認識」 とした。
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② 自己認識の差異

A.自 分 的には他人 と少 し違 った ものの見方がで きる人 だと思 っていたが、多方面 か ら物 事を見れてい ないと

いうこ となので、か な りシ ョックを受け ました。

A.自 分 が思 ってい る自分 と結果 が出た 自分 は違 っていた。 自分の ことをあ ま りよく分か ってい ない と思 っ

た。

B.周 りか ら言われ るの と全 く正 反対 なのでび っ くりしま した。

B.私 は 自分が思ってい たよ り自信家 で、それでい て理想 が高い人間なのだ と思 いま した。

C.も っ と恐ろ しい数字が 出るか と思 っていたが、そ うでもなかった。

C.自 分 では 自律性 はないと思 っていたので、 自律性が高 かった ことに不思議 に思 いま した。

「思っていた自分 と違っていた」 もしくは 「思っていたより」など、 これまでとは異

なる自己の側面に着 目した記述 をカテゴリー分類 し、「自己認識の差異」とした。

③ 自己の否定的側面 との対峙

A.私 は今、毎 日が辛 いです。真 っ暗で何 も保証 されてい ない未来 のこ とを思 う と、 しん どくて ただ辛い で

す。

A.自 分 の清濁問わず全部 を見つ めて しまうのは気分 のいい もの じゃないです。後 ろ向 きなネガテ ィヴ思考 な

感 じな らなお さらです。

B.失 敗 した時や、 自分の考 えや性格 に対 して人か ら責 め られた時、 自身 を否定 された時に 自分が崩れ る気が

します。

B.周 囲の人に嫌われた り、見捨 て られるのが怖 くて、 いつ も自分 を作 る。そ んな自分に嫌気 を感 じます。

C.将 来 のために何か しないといけないのですが、 自分が魅力 的に感 じるもの は他 人に とって もそ うで、 自分

がや るよ り他の人がや っているのを見る方が良 いような気 が します。

C.人 間に関るのが下手 なのが 良 く分 かる。現実 にないものを見 ようとで もして いるのか。悪い方向 に巻 き込

まれるこ とはないが、良 い方 に巻 き込 まれ ることもできないです。

「自分はネガティヴ」もしくは 「自分が情けなく、とても嫌」など、自分自身の否定

的な側面に着目した記述をカテゴリー分類 し、「自己の否定的側面 との対峙」 とした。

④ 未来への指針 ・展望

A.今 までの 自分を見つめ直 して、 これか らの 自分が どうあるべ きか を考 える機会 がで きて、 これか らの 自分

の心 のあ り方を この4年 間で理解 で きた ら良い と思 います。

A.私 はこんな所で成長 を止 めた くない と思ってい るし、 これか ら成長で きると信 じているので、今の 自分 を

受 け入れて少 しで も未来 の自分 に近づける ようにしたいです。

B.同 一性 達成 まで後一歩 なので、今 の うちに沢 山迷 ってい きたいです。

B.人 生 に積 極的に関わ ろうと している し、責任 を持 って生 き ようともしてい ます。 まだそれが達成で きてい

るか分か らない し、 これか らも努 めてい くつ も りです。

C.他 人は私の思わぬ ところでス トレスや怒 りを感 じるようです。 もっ と私が人 に慣 れなければ と思い ます。

C.今 は どう した らい いのか全然分 か らないです。今 はた だ 目の前 の授 業 を受 けてい るだけって い う状況 に

なっています。

「成長 してい きたい自分」 もしくは 「これか らの自分」など、自分 自身が抱 く今後の

展望についての記述 をカテゴリー分類 し、「未来への指針 ・展望」 とした。
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⑤ 自分探 しの心理学とは

A.こ の大学 に来たの であればこの講義は受 けるべ きだ と思 う。人生 に絶対必要 な ものだ った し、何 よ り先 生

がアツい。

A.次 か ら次へ とビックリ箱 か ら何かが出て きて、退屈 しない、ち ょっと怖 い、だけ ど面 白い、そ んな授業 で

した。

B.内 に秘めてい るもの、 そんな ことが この授業 で代弁 して くれた ような気 もする。

B.大 げ さと思 われ るか もしれ ませんが、N先 生 は友 人 と自分 をつ ないで くれた恩 人です。

C.少 しは手伝い になって くれるん じゃない だろうか。

C.こ の心理学 を履修 して 自分 を より深 く知 ることがで きた ことが よか ったです。

「受けるべ き講義」 もしくは 「良いきっかけを作 って くれた講義」など、本講義に抱

かれる思いや感想についての記述 をカテゴリー分類 し、「自分探 しの心理学 とは」 とし

た。

⑥ 自己の肯定的側面の受容

A.今 は人生の 目標が で きて充実 してい るように思 います。

A.中 学生の頃 も色 々悩 んでいたのだ と思い ます。 それで も自分はその頃 を乗 り切 って今の 自分 になっている

ので、少 なか らず頑張 ったのだな と思い ました。

A.最 近色々 な人か ら褒 め られる 「いつ も、誰 の前 で も笑顔であ ること」 はとて も素敵な魅力だ と思 います 。

B.自 分の内面で言 えば好 きな所 が多いか なと思 います。

B.今 は大勢の前で大 きな声 で説明 した り案 内した りするアルバ イ トをしている くらいなので、対 人不安 で悩

むこ とはほ とんど無 いです。この 自分が本来 の自分 だ と思い ます。

B.「 皆 よ り劣 ってい ます」等の ネガティヴ思考が一つ もないこ と。 自分は得な性格 なのだな と思い ました。

「充実している」もしくは 「前向きな自分がいた」など、 自分自身の肯定的な側面に

着 目した記述 をカテゴリー分類 し、「自己の肯定的側面の受容」 とした。A群 、及びB

群より抽出されたカテゴリーであ り、C群 か ら抽出されることはなかった。

⑦ 自己認識の変容

A.自 分は今回、 自分 を どう評価 したかで はな く、 自分 を どの視点か ら見つ めたかが重要だ と考 える。

A.新 たに 自分の知 らなかった未知の 自分 に出会 えた時は、毎回感動 ものの喜 びがあ りました。 この授業 を受

ける前に比べて、随分多 くの発見 もしました。

A.自 分が知 らない 自分 を知 って、以前 よ りも自分 のこ とを理解で きるようになれたので本当 によか った。 そ

してな りたい 自分が沢 山出て きて、毎 日が充実 して きた ような気がす る。

B.心 の中に抱 えて いた何 か分か らない者の正体が少 しだけ見え、安心 している自分がい る。

B.友 人た ちに 「ウザい」 「面倒 くさい奴」だ と思 われてい ないか不 安で たま りませんで したが、 この授業 を

通 じて友人た ちと話 を してい くうちに、そ んな心 配は無いのだ とわか りま した。

B.現 実が苦 しくて逃 げて しまいたい時に神頼み になって しまうことも多か ったよ うに思 える。で も現実 はそ

んな もの は絶対 に助 けて くれない し、自分で何 とか しないといけない現実的な一面 もあるんだ と思い ます。

「新たな自分の発見」 もしくは 「成長を感 じる」 など、 自己認識に生 じた新たな局面

への記述をカテゴリー分類 し、「自己認識の変容」とした。本 カテゴリーもA群 、及び
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B群 よ り抽 出 され た カテ ゴ リーであ り、C群 か ら抽 出 され る ことはなかった。

⑧ 自己受容への転換

A.私 は自分の ことが嫌いで した。 この授業 を受け始 めてこんな 自分で も良い所が あるんだ と感 じることが で

きま した。

A.秋 か ら授業 を受 け始めて、 この短期間で 自身の将来 につ いての考 え方 や、 自分 自身 の受 け入れ方が180度

変 わった。

A.本 当にマイナス思考 しか なかった私が、 自分 を見つ め直 した ことで、 自分 にも良い所 があ ることに気がつ

きま した。

A.今 は 自分が嫌いだ けど、少 しだけ好 きになれ るような気 が します。

A.今 まで経験 して きた楽 しいこ とや、つ らい ことも全 て自分 に とって必要 なことだった と思 う。それ によっ

て自分 がこ こまで成長で きた と感 じた。

「自分のことが好 きになれそう」 もしくは 「良い所のある自分」など、自分自身の存

在 に価値 を見出 しはじめた記述をカテゴリー分類 し、「自己受容への転換」 とした。本

カテゴリーはA群 に属する学生のみか ら抽出されたカテゴリーであった。

⑨ 現状維持志向

C.暗 そ うな答えが多そ うに見えるけ ど全 く気 にならなかった、私はその ままで いい と思い ます。

C.自 分 に とっては今の 自分 で も満足 してい るので、無理 に向上 させな くて も良 いと思 う。

C.同 一性 拡散であ って も納得 して受け入れ る。そ んなに深刻 な状 態 とは思 っていない。

C.新 しい発見は特 になか った。

C.こ のま まで もいいか なとも思 い ます。

「そのままでいい」 もしくは 「気にならなかった」など、今の自分 自身を維持 し続け

ようとする記述 をカテゴリー分類 し、「現状維持志向」 とした。本カテゴリーはC群 に

属する学生のみか ら抽出されたカテゴリーであった。

表9カ テゴリー一覧表

A群 B群 C群

①自己の再認識 0 0 0

②自己認識の差異 0 O O

③自己の否定的側面との対峙 0 O O

④未来への指針・展望 0 0 0

⑤自分探しの心理学とは 0 O O

⑥自己の肯定的側面の受容 0 O 一

⑦自己認識の変容 0 0 一

⑧自己受容への転換 0 一 一

⑨現状維持志向 一 一 O

上記 の表9は 、 コメ ン トメモの記述 か ら抽 出された カテゴ リー を、 一覧表 と して示 し
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た ものであ る。A群 、B群 、C群 の3群 にお いて、計9つ の カテゴ リーが明 らか になっ

た。

(2)カ テゴリー分析か らの考察

①A群 にみ られた 「⑧ 自己受容への転換」カテゴリーは、B群 、及びC群 からは抽

出されなかった。A群 の学生の特徴は、使用 した3つ の尺度(す なわち、 自己肯定

意識尺度、 自己受容測定尺度、多次元自我同一性尺度)の いずれかが、学期の始め

と終わ りにおいて有意に上昇 したということであった。 自分自身という存在 を価値

あるもとして受け入れることができるようになっていくプロセスの中で、従属変数

にも有意な変化 をもたらしたと考えられる。

②B群 は 「⑧ 自己受容への転換」 カテゴリーが抽出されなかった点を除いては、A

群のカテゴリー分布 と同じ傾向を示 していた。しか し、3つ の尺度得点の結果はA

群 と逆であった。A群 は尺度得点が有意に上昇したのに比べて、B群 の尺度得点は

有意に下降していた。すなわち、学生自身が自分を受け入れ られるようになったか

どうかが、3つ の尺度得点に大 きな影響を与えたのではないか と考えられる。

③3つ の尺度のうちいずれかが有意に下降した、 という点においては、A群 以外は

すべてB群 に分類 されると思われた。 しかし、「⑨現状維持志向」 カテゴリーにお

いて、B群 内で大 きな差が見出され、二つの大きな異なる傾向が認め られた。つま

り、Bの 群の中で も、「⑥ 自己の肯定的側面の受容」や、「⑦自己認識の変容」が抽

出され、「⑨現状維持志向」 は抽出されなかった群をそのままB群 とした。一方、

「⑥自己の肯定的側面の受容」 と 「⑦ 自己認識の変容」は抽出さなかったが、「⑨現

状維持志向」が抽出された群を新たにC群 とした。C群 にのみ抽出された 「⑨現状

維持志向」カテゴリーは、新 しい自分との出会い、深いところに存在する自己の本

質の探究を阻害する要素 と考えられる。

】.V.ま と め

今回の研究で 目的の一つとしてあげた、「自分探 しの心理学 を履修 した学生の質的変

化を客観的指標を用いて評価すること」 に関 しては、一定の方向性を示せたのではない

か と思 う。①自己肯定意識尺度、② 自己受容測定尺度、③多次元自我同一性尺度の3尺

度を用いなが ら、学生が毎回の受講時に書き溜めていったコメン トメモの内容分析 とあ

わせて分析 を試みたのは一一つの成果であると考えている。

また、二つ 目の研究 目的である 「授業内容や指導方法 と学生の変化の関連性を明らか

にすること」に関しては、 まだ発展途上の段階ではないかと思う。表1に 講義概要を示
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したが、何回目の どのテーマが学生の 自己認識 に最 も大 きな影響を与えているのかは、

更なる分析が必要である。 しか し、経験的観点か ら考えると、第三回 「自己評価」、第

四回 「自我同一性」などの内容 を学ぶことによって、学生たちは内省の契機をつかみ始

めるようである。

大学一・年生にとっての 「自分探 し」 とは何であろうか?そ れは、四年間の大学生活に

おいて、 さまざまな体験を通 して、自身の肯定的側面を受け入れられるようになるため

の第一・歩であると考える。また、自身の否定的側面 と対峙 し、それを改善し克服 してい

けるような自分自身でい られることを目指 している。初年次教育としての自己発見授業

は、最終的には学生一人ひとりのアイデンティティの模索へ とつながってい くと願いた

いo
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